
 　　　動作原理

 　　　　　特徴

集中管理 スマートコミュニケーション トレーサビリティ

*各ユニットごとの粘度が1ヶ所で *既存のインターフェースにも粘度 *粘度情報等を記録・保存することで

　リアルタイムに確認ができます。 　情報を取り込むことが可能。 　後日、追跡・確認ができます。

*どのユニットで異常が発生して 　（印刷機・検査器等）

　いるのかが瞬時に確認できます。
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